
第３回「小型加速器による小型高輝度Ｘ線源とイメージング基盤技術開発」全体打合せ
2013年12月10日@早大

1

小型加速器を用いた逆コンプトン散乱光源による
最適なイメージング手法の開発

独立行政法人 産業技術総合研究所
計測フロンティア研究部門 小型量子ビーム源グループ

黒田 隆之助、平 義隆

「光・量子融合連携研究開発プログラム」」
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S-band 加速管

Cs-TeレーザーフォトカソードRF電子銃

20 MW クライストロン

UV レーザー

8m

アクロマティックアーク部
（磁気パルス圧縮器）

Ti:Sa レーザー
ビームダンプ

収束磁石
衝突点

（Ｘ線ソースポイント）

①レーザーコンプトン散乱Ｘ線源

②コヒーレント・テラヘルツ光源

③短パルスガンマ線源

プローブ光

Ｓバンド小型リニアック施設

～安全安心・ライフイノベーションに向けた加速器技術の新展開～

産総研Sバンド小型リニアック施設を用いた各種光源開発と利用
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１．多用途のSバンド小型リニアック施設を
いつでも本事業を遂行できるようにICS光源の環境整備を行う

・衝突用レーザーの発振器変更とレーザーパワーの回復
→ SP社製Ti:Saレーザー

（Erファイバーレーザー二倍波も検討）
・レーザークリーンブースに温調機を設置する
・衝突チェンバーを多目的実験用に改良する
・Cs-Te蒸着チェンバーを改良する
（・施設の電気代を払えるようにする）

⇒ レーザーコンプトンX線の再生成

（２．ICS光源による集光実験）
・ガラスキャピラリーによるICS-X線の集光

（３．各種撮像手法と検出器のサーベイ）
・評価用サンプルを検討 ⇒ 最初はテストチャート
・検出器 IP、X線CCD、X線II＋HARP、X線II＋可視CCD、(SOI ?) など
・タルボ干渉実現へ向けた検討

本年度の具体的実施事項
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レーザーコンプトン散乱Ｘ線源の安定化 環境整備

レーザー発振器用のク
リーンブースに温調機
能機を設置（約300万）

他の実験（THz、γ線等）
とコンプトン実験の共用のための
改良型衝突チェンバー

重要
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X線利用ゾーン

Sバンド加速管

RF電子銃 UV
レーザー

Ti:Sa

レーザー

ビームダンプ
X-ray

電子ビーム

Sバンド小型リニアックを用いた
レーザーコンプトン散乱Ｘ線のまとめ

衝突角 X線エネルギー パルス幅 (rms) 全光子数

90° 20 keV (max) 150 fs (フェムト秒利用) ~106 /s@10Hz

165° 40 keV (max) 3 ps (イメージング利用) ~107 /s@10Hz

エネルギー(max) 42 MeV
電荷量 1 nC
バンチ長(rms) 3 ps

波長 800 nm
パルスエネルギー 140 mJ
パルス幅 (ＦＷＨＭ) 100 fs

衝突点

約40μmφ

電子ビーム Ti:Sa レーザー

レーザーコンプトン散乱Ｘ線

※Ｘ線エネルギー幅は、中心付近で約４ %程度

約8ｍ

試料
(シングルパルスモード)
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衝突用レーザーの整備
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OSC.Q-rayQ-ray
10Hz

7W~9W Regen

Pre. AMP.

Main AMP.

Compressor

40mJ

300mJ

7W (700mJ)

200 ps

Pulse pick up @10 Hz

60 mJ

200 mJ

Laser Status
Wavelength: 800 nm
Pulse energy: 100-140 mJ 
Pulse width: 100 fs(FWHM)

10Hz

4W

PD 79.3MHz 
→ PLL circuit

SESAM(PZT)

OC 5W MillenniaOSC.

79.3 MHz 

200 mW

50 fs

Vacuum pipe

1200gr/mm21200gr/mm2

1480gr/mm2

これまでの衝突用レーザーのレイアウト

故障中
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Q-rayQ-ray

10Hz

7W~9W

→ 6W弱

Regen

Pre. AMP.

Main AMP.

Compressor

300mJ

Pulse pick up @10 Hz

10Hz

4W

Vacuum pipe

1200gr/mm21200gr/mm2

1480gr/mm2

新OSC.

Ti:Saレーザーの交換のためのレーザー調整試験
（下流の設計はそのまま）

前回報告時のレイアウト

800nm <100fs 1.5W
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∆λ=30nm

パルス幅=約53fs(FWHM)

旧Ti:Saレーザー発振器の性能とオフナー型ストレッチャーの設計

グレーティング

折り返しミラー

凸面鏡
凹面鏡

0次光

∆t=210ps
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∆λ=15nm

∆t=105ps(FWHM)@ストレッチャー

スペクトル＠発振器

ストレッチャーOUT

プリアンプOUT

交換用Ti:Saレーザー発振器のスペクトルとチャープ

∆t=約100fs

∆λ=10nm
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ビームサイズへの影響の評価

約14mm小さい＠グレーティング
約11mm小さい＠ルーフミラー

ビームサイズは半分＠ストレッチャー

ストレッチャー
コンプレッサー

⇒ 同じパワーの場合、ダメージに注意する必要がある
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Q-rayQ-ray

10Hz

7W~9W

→ 6W弱

Regen

Pre. AMP.

Main AMP.

Compressor

40mJ→20mJ

300mJ

7W (700mJ)→590mJ

100 ps

Pulse pick up @10 Hz

60 mJ
→ 2mJ

100 mJ→20mJ

10Hz

4W

Vacuum pipe

1200gr/mm21200gr/mm2

1480gr/mm2

新OSC.

励起レーザーは、フラッシュラ
ンプの劣化が見られる

プリアンプの調整が不十分なため十分なパ
ワーは得られていなかった

前回報告時の衝突用レーザー（CPA）の増幅（不十分）
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Compressor

100 ps

Pulse pick up @10 Hz

10Hz

4W

Vacuum pipe

1200gr/mm21200gr/mm2

1480gr/mm2

新OSC.

前回からのレイアウト変更

①ビームエキスパンダーを外す②スペクトル変調器を外す
（ ½λ板対）

③スペクトル変調用
エタロンを外す

④アパーチャーの最適化

⑤プロファイル補正 今後 ⑥熱レンズ補正用の光路を変更したい
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Regen

Pre. AMP.
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Compressor
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300mJ

600 mJ

100 ps

Pulse pick up @10 Hz

2 mJ
→ 60mJ

20 mJ→120mJ

10Hz

4W

Vacuum pipe

1200gr/mm21200gr/mm2

1480gr/mm2

新OSC.

圧縮を確認

瞬間的には、従来レベル(120mJ)まで回復

今回の衝突用レーザー（CPA）テスト

再生増幅器の切り出し400ns⇒200ns

イメージリレー用の真空パイプ内でブレークダウンにより長時間続か
ず・・・
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・電子ビーム 0.5 ps（FWHM）
⇒ 可能

・レーザー
0.2 ps （FWHM）
=60μm  ⇒ 可能 ＠800nm

Striped LCSのテストをするには

干渉縞の範囲 60μm

ピッチ=0.4 μm ⇒ 小さすぎる

坂上さんのレポート

電
子

θ ⇒ １度くらいにしたい
⇒ 軸外し放物面鏡を使ったらどうか？

（by 岩下さん）

百生さんの前回のレポートより

ビーム径が大きいので光学系を検討する
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8月

9月

10月

クリーンブース整備

衝突用レーザー（発振器・励起レーザー）の整備
カソード蒸着チェンバーの整備

11月

12月

1月

2月

3月

クリーンブース設置

X線再生成 ×

可能であればタルボ干渉

衝突チェンバーの改良 ⇒ 他実験との併用を実現させる

今年度のスケジュール（少々遅れている）

9/11 予算化

X線再生成（90度衝突 20keV）

可能であればFPDのテスト
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広大高橋さんからの依頼

本事業の紹介も行いたいので、
数枚のスライドお願いします。

⇒ 浦川先生

お願い


